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                d ∂      ∂（2・1）     昌∂、、ル，1）一万ル・左）＝0
ただし，∫｛，∫。は変換によって生成されるカレント
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問順序積（下積）に対し真空期待値を取る．この期待値をカレントの時空点に関し微分する．
 （2．4）            ∂μ＜Ol T（∫μ（κ，左），φα’（x、，彦、）… φα”（κ、，広、））10〉
下積を取っていること，連続の方程式は成立していることに注意して計算すると次の関係式を
得る．



















































                       1 （3．4）           H＝一工2              2
ここで工は回転群のシェネレイダーである．球（半径1）上の位置を表す演算子は〃で，〃を
z方向とし，極座標で（θ，φ）だけずらした位置は，
 （3．5）       〃’＝eゴエ2φe吻θe一ω〃eゴエ～ψe■舳e一ゴエ～φ
である．メジャーとしてHaarメジャー
                  aμ＝Sinθaθaφ
を取る．位置の演算子〃の固有ベクトルを









                 aゑm（θ）≡〈Zmle一肌ツθl Zm〉
とたる．脇m（θ）はGaussの超幾何関数によって与えられる．和や積分を実行する時の収束性を
明確にしておくためτを一夕ε（ε＞0）と解析接続しておき，超幾何関数の和則を用い計算を実







      K1（〆，。，、）一1、一舳・・1一・〕。一÷（・一・。・（筈））グ1（等一士）
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 （4．1）                           g→g＋δg∈Sσ（2）
をほどこす．これに対し作用積分は不変であるから，
 （4．2）     ∂μ∫μ（κ，左）＝0， ∫μ（κ，才）：9一’（κ，左）∂μ9（κ，左）
という連続の方程式を得る．一方量子論的に扱って得られた量子論的作用積分に対し同様の無
限小変換を行うと，連続の方程式は次のように変形される．
（4．3）      ∂μ∫、（κ，1）＝⊥ε〃∂、（9一・∂レ9）
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                  Coniguration Space
                   Kaz1土iko Odaka
（Department of Mathematics and Physics，Nationa1Defence Academy）
   We review the breaking of the Ward－Takahashi identitigs（ano甲a1y）．In our
approach the origin of this breaking can be regarded as the ambiguity of quantization in
the compact con丘gurationspace．We wou1d1iketo stress thispointbyusingsome simp1e
mode1s．
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